
管理者マニュアル
～グラフレポート編～
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01 グラフレポート機能とは

アジェンダ

02 実際の作成方法 例「社員の活動件数」

03 帳票・グラフを共通ダッシュボードに設定する

04 作成時の注意点

※ご利用いただいております環境のバージョンによっては、
マニュアルと設定箇所が多少異なる可能性がございます。
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01 グラフレポート機能とは
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グラフレポート機能とは

eセールスマネージャーに登録されているデータを抽出し、集計、グラフ表示できる機能になります。
集計値をクリックすることにより、集計された詳細内容を表示し確認することが可能です。

【クリック】ドリルダウン

集計表

棒グラフ

円グラフ

データソース

一覧表

【クリック】ドリルダウン

【クリック】ドリルダウン

※折れ線グラフ・レーダーチャートも作成可能です。
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作成フロー概要

データソース 帳票・グラフの元となるデータの固まり
(データソース)を作成します。
・使用するシートを選択します。
・シートの中から使用する項目を選択します。
・帳票での集計項目、抽出条件など
全てを含めたものを作成します。

帳票

作成した集計表を元にグラフを作成します。
※前提としてクロス集計表で作成した帳票が必要です。

グラフ

※削除する場合は、作成手順と逆の手順で行います。
それぞれ次のフローに進むと、変更・削除ができなくなります。

作成したデータソースを元に帳票形式を選択します。
・クロス集計表 →集計項目の配置
・一覧表 →項目一覧の配置

1

2

３
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作成前の事前準備①

ライセンス付与の確認とロール権限付与設定、確認をします。
ライセンス、ロール権限付与がない場合、グラフレポート機能をご利用いただけません。
※画面のように、参照権限と編集権限を分け、編集権限を一部のユーザ様に限定して付与して運用されるケースが多いです。

４

５

作成権限付きロールを
作成します

６

1

2

3
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作成前の事前準備②

ライセンス、ロール権限の設定を行った後に、ユーザにライセンス、ロール権限の
付与設定を社員シートより行います。
※インポートで一括設定も可能です。(管理者マニュアル～データインポート編～参照)

1

2
3

４

５
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データソースの作成
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シート・結合マップ・データソースの選択

データソースの作成元となる形式を選択します。
作成元としては、下記の3パターンがあります。

シート選択

結合マップ選択

案件

社員シート 部署

データソース選択

顧客 案件 社員シート 部署活動1

2

1

2

3

※シート単体からデータソースを作成

※複数シートを組み合わせてデータソースを作成

※複数データソースを組み合わせてデータソースを作成

顧客

顧客

顧客 案件 社員シート 部署
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①「シート選択」した場合の項目選択イメージ

単体のシートからのみ、項目を選択する場合は、こちらの単体シートを選択します。

シート選択①顧客 データソース項目配置画面で選べる項目

顧客

案件

顧客

シート選択②案件

案件

◎単体シートを選択した場合、結合した際に表示される追加項目については選択できません
別紙参照：②各シートを結合した際に追加される項目と追加項目名

データソース項目配置画面で選べる項目
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①「シート選択」した場合の項目選択画面
シート選択からシート名を選択し、集計項目を設定します。

選択したシートからのみ項目選択が可能です
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②「結合マップ」を利用した際の項目選択イメージ

各シートで結合項目を選択し、結合します。
※結合条件に指定できる項目は内部コード項目か文字型項目で1対1の結合になります。
【別紙参照：④シート間結合項目一覧】

社員シート 部署

結合マップイメージ①案件数抽出

結合マップイメージ②活動件数抽出

顧客 案件

社員シート 部署

顧客 案件 活動

顧客

案件

社員シート

部署

データソース項目配置画面で選べる項目

顧客

案件

社員シート

活動

データソース項目配置画面で選べる項目

※ビューで作成の場合、結合マップには最大6シートまでしかご利用いただけません。 部署
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②「結合マップ」を利用した際の選択画面

結合マップ選択から結合マップ名を選択し、集計項目を設定します。

◎結合項目によって追加項目が表示される場合があります
※別紙参照：各シートを結合した際に追加される項目と追加項目名

結合マップで結合したシートの項目
（それによって追加された項目）が選択可能です
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③データソース選択利用した際の項目選択イメージ

データソース同士を選択し組み合わせます。

データソース選択

顧客選択項目

案件選択項目

社員シート選択項目

部署選択項目

データソース項目配置画面で選べる項目

活動選択項目

顧客 案件 社員シート 部署活動

顧客 案件 社員シート 部署

顧客選択項目

案件選択項目

社員シート選択項目

部署選択項目
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③データソース選択した際のデータソース選択画面

データソース選択からデータソース名を選択し、集計項目を設定します。

データソース選択で選んだデータソースの
項目から選択可能です

同じ項目タイプのものが上下並べて表示が可能です
項目タイプ＝「セレクト型項目」等



16© 2020 SOFTBRAIN Co.,Ltd.

データソースのカテゴリ設定

データ分析から、データソースの作成を選択します。
カテゴリ分けをする場合、下記のようにカテゴリ名を入力し、カテゴリを作成します。

データ分析を
選択します

カテゴリ新規作成を
選択します

カテゴリ名を入力し、登録すると
カテゴリデータソース名が
追加されます
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データソースの集計項目配置

データソースにて、集計する項目を配置します。
こちらで配置した並び順で、ドリルダウンした際にも表示されます。
※ユーザ条件等で利用する項目も選択し配置する必要があります。

例：結合マップを利用した場合

顧客

案件

社員シート

部署

活動

結合マップ名

顧客名

集計項目配置画面

案件名 報告者 訪問日 進捗状況

◎ユーザ条件（システム条件）抽出画面で、希望のUI画面（検索窓）を表示したい場合に
どの項目を選べば良いですか？
別紙参照：①各シートの項目一覧表 ③【表示タイプ別】条件設定時のUI一覧表

ここに表示されるシート名は、
「シート・結合マップ・データソースの選択」画面で、
選択したものになります

※データソースの並び順は、一番左側に配置した
項目の昇順で表示されます。
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データ抽出条件の設定

データソースで特定のレコードを抽出します。
条件を用いてデータを絞った場合、条件内での集計、グラフ表示になります。

例：顧客

会社名 顧客ランク 自社担当者 受注予定日

A社 C 営業花子 2023/8/3

B社 A 営業太郎 2023/5/28

C社 B 営業二郎 2024/2/2

D社 B 営業太郎 2023/8/31

抽出条件：自社担当者「営業太郎」

会社名 顧客ランク 自社担当者 受注予定日

B社 A 営業太郎 2023/5/28

D社 B 営業太郎 2023/8/31

抽出条件：顧客ランク「B」

会社名 顧客ランク 自社担当者 受注予定日

C社 B 営業二郎 2024/2/2

D社 B 営業太郎 2023/8/31

抽出条件：受注予定日
「2023/8/1-2023/8/31」

会社名 顧客ランク 自社担当者 受注予定日

A社 C 営業花子 2023/8/3

D社 B 営業太郎 2023/8/31

データソースで作成したものにより
抽出条件の選択が可能です

日々データは蓄積されていくため、目的に沿った集計条件で
データソースを絞り込んでいただくことで、データソースの
肥大化を抑えパフォーマンスの低下を防ぎます
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【参考】配置項目の色について

項目名の横の色により、どのシートの項目が確認可能です。

顧客

案件

社員シート

部署

活動

項目横の色が、
各シートを表しています
紫＝顧客
緑＝案件
黄色＝活動
薄い緑＝社員、部署など
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帳票の作成
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作成フロー

作成したデータソースを元に、帳票を作成します。
データソースの選択、帳票形式の選択をし、帳票の設定を行います。

データソースの選択
帳票で使用するデータソースを選択します

帳票の形式選択
・一覧表
一覧表形式で表示

・クロス集計表
クロス集計表形式で表示

 集計項目の設定
・一覧表
一覧表形式で表示する場合のヘッダ項目を設定します

・クロス集計表
クロス集計表で表示する場合は、
列ラベル（横軸）／行ラベル（縦軸）／集計値を
設定します

 システム集計条件の設定
作成者側で設定する抽出条件
ユーザ側での変更不可

 ユーザ集計条件の設定
ユーザ側で、設定変更できる、
抽出条件

ヘッダ項目1 ヘッダ項目2 ヘッダ項目3

列ラベル

行ラベル 集計値や演算項目

■抽出条件の設定
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一覧表の作成

一覧表の場合、配置項目制限、項目数はありません。
検索条件により表示データの変更が可能です。CSVでの出力も可能です。
※ただし、項目数が多いとその分表示には時間がかかるようになります。

顧客名 案件名 進捗状況 活動内容 活動日 詳細
ネクスト
アクション

次回訪問日

SB株式会社 ◎◎案件 アプローチ (外)アプローチ 2023-5-1 －－－－ 2023-5-20

株式会社PM ◎◎案件 案件化 (外)ニーズ喚起 2023-5-13 Ｘｘｘｘｘｘｘ 2023-5-20

eSM株式会社 ◎◎案件 提案済み (外)提案 2023-5-10 △△△△ 2023-5-15

株式会社WBS ◎◎案件 提案済み 見積り提出 2023-5-18 －－－－

スター株式会社 ◎◎案件 アプローチ (外)ヒアリング 2023-5-22 ＡＡＡＡＡＡ 2023-6-5

株式会社GPDCA ◎◎案件 受注 クロージング 2023-5-25 ◎◎◎◎◎◎ 2023-5-28

カイゼン株式会社 ◎◎案件 提案済み 見積り提出 2023-5-1 ＤＤＤＤＤＤ 2023-5-9

株式会社ファイブ ◎◎案件 アポ取得 アポ入れ 2023-5-7 －－－－ 2023-5-14

ステップ株式会社 ◎◎案件 内示 (外)打合せ 2023-5-19 ＹＹＹＹＹＹＹ 2023-5-22

項目リンクより、各シートデータにアクセス可能です
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クロス集計表の集計項目について

クロス集計表の集計項目について、配置可能な項目、制限事項のご案内をします。

配置不可 列ラベル(ヘッダ項目)

行ラベル 集計値

【設置可能な項目】
・数値型 ・セレクト型
・小数型 ・チェックボックス型
・日付型 ・文字型(1個まで)
※横に項目を並べることはできません

集計値に用いる項目は4つまで配置できます
タテ並び、ヨコ並びどちらかの配置が可能です
【集計可能な項目】
・文字型 ・日付型
・数値型 ・演算型
・小数型 ※演算結果はドリルダウンできません

【設置可能な項目】
・数値型 ・セレクト型
・小数型 ・チェックボックス型
・日付型 ・文字型
※縦に項目を並べることはできません
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【参考】項目タイプごとの配置による条件一覧

項目タイプ 列ラベル配置時の設定 値配置時の設定 項目タイプ 列ラベル配置時の設定 値配置時の設定

数値型
小数型
演算型

【表示範囲】
任意の範囲を一つの

要素として出力することが
できます

【表示単位】
任意の表示単位を
指定できます

【集計方法】
合計
平均
最大
最小

累計・昇順
累計・降順

【小計・合計】
小計と合計を出力できます

【演算】
出力結果に対して
四則演算ができます
【表示単位】

任意の表示単位を指定できます

日付型
日時型

【表示単位】
年
年度
半期帯
半期

四半期帯
四半期
月帯
月
日帯
日

時間帯（日時型のみ）
時間（日時型のみ）

年-半期-四半期-月(右上のみ)
年-半期-四半期(右上のみ)
年-半期-月(右上のみ)
年-半期(右上のみ) 

【集計方法】
最大の日時
最小の日時

【日付フォーマット】
ユーザの日付フォーマット
任意の日付フォーマット

文字型
文章型

※文章型は配置できません

【表示順】
ソートなし
昇順
降順

組織構成順
（部署名・社員氏名のみ）

【集計方法】
件数
軒数

累計・昇順
累計・降順

（※文字が入力されているもの
のみカウントされます）
件数 累計・昇順
件数 累計・降順
軒数 累計・昇順
軒数 累計・降順

【小計・合計】
（※出力結果の行に対しての
み）小計と合計を出力できます

グラフレポート演算型 配置できません

【演算式】
他の値項目の出力結果や
定数値を使った演算式を

入力します
※日付型、日時型項目は
式に含められません

【小数点以下の桁数】
出力する小数点以下の
桁数を設定できます

セレクト型
チェックボックス型

※【各選択肢への設定】
表示順序
表示/非表示

合計・小計の対象とするか否か

※【選択肢演算の追加】
他の選択肢の出力結果や定数値を
使った演算式、その表示形式を

設定できます

配置できません

◎制限事項
横方向への小計・合計と累計（昇順・降順）は同時に設定することはできません。
小計・合計の出力設定は値に配置した項目間で共有されます。
小計・合計を出力できる項目と出来ない項目を両方配置した場合、
小計・合計は出力されなくなります。
グラフレポート演算型項目は、演算式に含めた他の値項目が削除された場合、
同時に削除されます。
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【参考】項目のソートについて

シート名 項目名 項目タイプ

顧客

登録者 文字（社員コード）

最終更新者 文字（社員コード）

親顧客
文字

（親顧客）

親顧客
１～５

文字
（親顧客）

案件

登録者 文字（社員コード）

最終更新者 文字（社員コード）

案件
商品情報項目

商品コード 文字（商品コード）

活動

登録者 文字（社員コード）

最終更新者 文字（社員コード）

報告者 文字（社員コード）

承認者 文字（社員コード）

◎以下の項目でソートする場合は、名称ではなく内部コードの順でソートされるため注意してください。

シート名 項目名 項目タイプ

活動商品情報項目 商品コード 文字（商品コード）

商品シート
カテゴリ
１～１０

文字（商品コード）

社員シート 部署名 文字（部署コード）

部署 所属部署コード 文字（部署コード）

スケジュール

社員コード 文字（社員コード）

登録者部署コード 文字（部署コード）

※内部コードとは、eセールスマネージャーで
自動で採番される、一意のコードとなります。
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セレクト型・チェックボックス型の選択肢演算①
選択肢のそれぞれの項目を、「表示」する、しない、の選択、
「集計」に含める、含めない、の選択が項目配置した際に可能です。

列、行ラベルに「セレクト型」「チェックボックス型」
を配置すると、選択肢の「表示」「集計」を選択できるように
なります
また、選択肢項目間での演算でも可能です（P28）
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セレクト型・チェックボックス型の選択肢演算②
選択肢の項目同士で演算式の設定が可能です。

選択肢項目間での、演算を
作成することが可能です
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演算項目について

グラフレポートの演算項目の各項目についてご案内します。

項目名を記入します

演算式を入力します
集計項目に配置した項目を
「値項目」から選択可能です
式を入力することで四則演算が出来ます

例：( ["受注（予定）金額"] - ["仕入（予定）
金額"] ) / ["受注（予定）金額"] * 100

関数を使った計算をすることが可能です
※詳細P29~P32

・小数点以下の桁数の設定
・表示単位の設定「件」「円」等
・小数・合計の計算をどうするか選択

※平均値の合計の場合は「合計値を式で
計算する」を選択します
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【参考】演算項目の関数について①

「IFERROR」関数では、値が入っていない項目との演算にて、演算出来ない場合に
表示する値を設定することが可能です。

関数 演算内容 演算式記入例

IFERROR
(式, エラー時に計算
する式) 

式の計算中にエラーが起きた場合に 代
わりに別の式を計算します。
例：演算結果が「n/0」と表示され見栄え
が悪い場合等に使うと便利です。

[IFERROR(["受注（予定）金額
"]/["案件数"],0)]

2022 2023 合計

受注予定
金額

案件数 平均単価
受注予定
金額

案件数 平均単価
受注予定
金額

案件数 平均単価

A社 9,330,000円 2 4665000円 4,808,000円 1 4808000円 14,138,000円 3 9473000円

B社
0円 0 0円 7,694,000円 2 3847000円 15,656,000円 4 7828000円

C社 7,610,000円 3 2536667円 0円 0 0円 22,050,400円 5 9756867円

作成例イメージ

※他の関数と組み合わせて利用することも可能です。
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【参考】演算項目の関数について②

「ADVRAT」関数では、集計した値をひとつ前の項目と比べて、
比率を表示することが可能です。

関数 演算内容 演算式記入例

ADVRAT
(値項目) 

指定した値項目と、同項目の一つ前の値の
比率を取得します。
前進率の計算などに利用できます。

[ADVRAT(“活動コード")]
※集計値の表示単位は累計降順

ターゲット 提案 見積り提出 受注

80 40 35 15

100％ 50% 87.5% 42.8%

作成例イメージ

※IFERRORと組み合わせることも可能です。
[IFERROR(ADVRAT("活動コード"),0)]

帳票を元に
グラフ化
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【参考】演算項目の関数について③

「OFFSET」関数では、行数、列数分をシフトさせた位置の集計値を取得します。

関数 演算内容 演算式記入例

OFFSET
(値項目,行,列)

行数、列数分をシフトさせた位置の集計値
を取得します。

offset("当月受注残",0,-1)+["受
注"]-["売上"]

作成例イメージ

2023-10 2023-11 2023-12

売上 1200000円 1500000円 2000000円

受注 2500000円 3000000円 5000000円

当月受注残 1300000円 1500000円 3000000円

受注残 4800000円 2800000円 4500000円

【補足説明】
指定した「当月受注残」項目の
「-1」1つ前の項目
(前月の「当月受注残の値)と
「受注」-「売上」の結果の値を
加算する、演算式になります
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【参考】演算項目の関数について④

「CMPRAT」関数では、列項目に設定した小計、合計の値に対する構成比を
出力する機能です。

関数 演算内容 演算式記入例

CMPRAT
(列項目, 値項目)

列項目に関する小計あるいは合計に対して、
値項目の占める割合を計算します。

[CMPRAT(“活動内容”,”コニュニ
ケーションシートコード”)]

作成例イメージ

電話 メール 外出 合計

営業太郎
20 30 50 100

20% 30% 50% 100％

営業次郎
10 15 75 100

10% 15% 75% 100％

営業三郎
40 20 40 100

40% 20% 40% 100％

【補足説明】
今回の列項目(活動内容)の合計に
対して、それぞれの活動が占める
割合を、活動／全体で計算し、
表示しています
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システム条件(ユーザ条件)イメージ

帳票で特定のレコードを抽出します。条件を絞った場合、条件内での集計、
グラフ表示になります。

「全社員の訪問件数」集計結果表示

2023-7 2023-8 2023-9 2023-10

営業一部
営業太郎 50 45 58 60

営業次郎 45 33 48 50

営業部
営業三郎 35 20 30 40

営業四朗 55 50 61 58

「全社員の訪問件数」集計結果表示

2023-7 2023-8 2023-9 2023-10

営業一部
営業太郎 50 45 58 60

営業次郎 45 33 48 50

「全社員の訪問件数」集計結果表示

2023-8 2023-9

営業一部
営業太郎 50 45

営業次郎 45 33

営業二部
営業三郎 35 20

営業四朗 55 50

【抽出条件】
「訪問日」2023-8-1～2023-9-30

【抽出条件】
「部署」営業一部
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グラフの作成
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作成フロー
作成した集計表を元にグラフを作成することが可能です。
グラフの表示形式を選択し、グラフ表示設定を行います。

グラフ

 グラフの形式選択
グラフで表示するクロス集計表と、グラフの種類を選択します
＜グラフの種類＞ ・棒グラフ ・円グラフ ・折れ線グラフ ・レーダーチャート

 グラフ集計項目の設定
系列（凡例項目）とラベル（横軸）に表示する項目を設定します

■系列
■系列

ラベル
集計値

 ユーザ集計条件の設定
ユーザが指定できるグラフの集計用条件項目を設定します
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表示形式の選択

eセールスマネージャーで現在ご利用いただける、帳票形式、グラフの表示形式
イメージ図のご案内です。

棒グラフ 折れ線グラフ

円グラフ
レーダー
チャート

グラフ
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グラフ表示項目の設定①

グラフの表示項目設定についてご案内します。
積み上げ対象選択で、それぞれチェックした場合は以下のようになります。

棒グラフ

積み上げ対象選択

折れ線グラフ
（エリアチャートとして表示されます。）
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グラフ表示項目の設定②

グラフの表示項目設定についてご案内します。

系列・ラベルの選択

グラフの種類 系列 ラベル

棒グラフ 縦軸(凡例) 横軸

円グラフ
系列ごとにグラフが
ひとつできます

凡例

折れ線グラフ 縦軸(凡例) 横軸

レーダー
チャート

凡例 各軸

【棒グラフと折れ線グラフの組み合わせ】
系列に「セレクト」「チェックボックス」「区分」を選択した場合、それぞれの項目を、
棒グラフ、折れ線グラフのどちらで表示するか、選択が可能です

＜補足説明＞

「系列」はグラフの項目として表示する項目であり
「ラベル」はグラフの横軸に表示する項目です
デフォルトでは作成元帳票の列ラベル（ヘッダ項目）を
「系列」、行ラベルを「ラベル」として初期表示
しますが、入れ替えることも可能です
（P64参照)
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02 実際の作成方法 例「社員の活動件数」
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データソース作成

結合マップ作成 集計項目配置 データ条件設定 保存
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データソース作成①

帳票やグラフを作成する前に、まずはデータソースを作成する必要があります。

データ分析を
選択します

データソース新規作成を選択します
＊カテゴリが作成されていない場合は
「データソース新規作成」が出てきません
先に「カテゴリ新規作成」を行ってください
「カテゴリ」とは、フォルダのようなイメージです1

3

２
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データソース作成② データソースの選択

データソースを作成するためにどこからデータを取得するか選択します。

結合マップ新規作成
を選択します

データソースを作成するためにどこからデータを取得するかを選択します
・シート選択
一つのシートから帳票・グラフを作成したい場合に選択します

・結合マップ選択
複数のシートの情報を組み合わせて帳票・グラフを作成したい場合に選択します

★今回はシート選択ではなく結合マップ選択を使用してデータソースを作成します
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データソース作成③ 結合マップの作成１

複数のシートを結合して一つの結合マップを作成します。

必要なシートを
クリックします

水色の四角形が表示されたら、
クリックして配置します
＊ドラッグアンドドロップでは選択できません

1

2

3
今回は、顧客、案件、活動、社員、部署を選択します
それぞれ①と②を繰り返して配置します
※シート間の配置は距離を開けて配置してください
距離を詰めて配置すると、結合が難しくなります
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データソース作成③ 結合マップの作成２

シート間の結合を設定します。

1結合を
クリックします

2

3

※シート間の結合が全てつながる
まで①～③を繰り返します

シートをどの項目で結合するか設定します
基本的にデフォルトのままで設定完了で集計出来ます
デフォルト項目以外で、結合したい場合は、別紙を
参照してください
【別紙参照】④シート間結合可能項目一覧

結合したいシート間を結合シート
近くでそれぞれクリックし、水色の
四角マークが出れば結合します
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データソース作成③ 結合マップの作成３
シートの結合が完了しましたら「結合マップ名」を記入し、登録します。
登録した結合マップが、一番下に作成されますので、チェックをつけ選択します。

結合マップ名を記入します

「登録」をクリックします

作成した結合マップは、「結合マップ選択」の一番下
に表示されますので、チェックを入れ選択します

「次へ」を
クリックします

1

2

3

4
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データソース作成④ 集計項目の配置
帳票やグラフで必要となる項目を選択します。
◎ドリルダウンした際に見たい項目、抽出条件として設定したい項目全てを選択します。

データソースの並び順は、一番左側に配置した項目の昇順で表示されます。

シートの隣の▼をクリックすると
各シートの項目を選択できます帳票・グラフ・出力の絞り込みに

使用したい項目を選択します
項目の並び順はドラッグアンドドロップで
変更できます

※必要な項目を選択し終わるまで
①～②を繰り返します

「次へ」をクリックします

※表示項目名の変更はこちらの画面 より可能です。

最低限は下記項目を選択します
顧客名、案件名、案件コード、
活動コード、訪問日、社員氏名、
部署名、社員コード、部署コード

※
1

2

3

4
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データソース作成⑤ データ条件指定
データソース上で絞り込むための条件を設定する。
結合マップで結合したシートの項目より、選択が可能です。

「一覧表示項目を変更」を
選択します

「×」クリックで絞り込む
設定の項目削除ができます

帳票・グラフ・出力の絞り込みに
使用したい項目を選択します

条件を設定します

※件数が少ない方が負荷が減るので、なるべく条件を絞るようにしてください。

1

2

3

4

5
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データソース作成⑥ 保存
データソースを保存する。
※同期間隔を15分～1440分の間で設定可能です。

1

3

どのカテゴリに保存するか選択し、
データソース名を入力します

毎日1回の更新、またはある一定の時間での更新を
設定できます
※データが多い場合、15分おきの実行は避けましょう

「新規データソースとして保存」を
クリックします

2
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【参考】データソースの即時同期
データソース名の横のツールチップを開き「同期」をクリックすると、
即時に同期処理が実行されます。

「同期」を選択します
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帳票の作成

データソース

選択

帳票形式

選択

集計項目

設定

集計条件

指定
保存
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帳票の作成①

作成したデータソースを使用して帳票を作成します。

「データ分析」を
選択します

「帳票新規作成」を選択します
＊カテゴリが作成されていない場合は
「帳票新規作成」ボタンが出てきません
先に「カテゴリ新規作成」を行ってください
※カテゴリとは画面上のフォルダアイコンを示します

1

3

2
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帳票の作成② 帳票形式選択

データソースの選択と、帳票の形式の選択します。

作成したデータソースを
選択します

1

3

2
帳票の形式を選択します
・一覧表
各シートの検索結果画面のように、
項目を横に一列に並べて表示させる形式

・クロス集計表
Excelのピポット集計のように、
項目を集計し表として集計を行う形式
＊グラフを作成できるのはクロス集計表
となっております

「次へ」を
クリックします
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帳票の作成③ 集計項目設定
帳票を作成するための項目を、左側データソースの項目より
ドラッグアンドドロップで配置します。

配置する際は左下と右上の薄い灰色部分と右下の
白い部分に項目を配置します

*今回は社員別訪問件数という例題で配置例を
次ページでご案内いたします

1

2 項目をドラッグアンドドロップで
項目を配置します
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帳票の作成④ 集計項目設定
それぞれ項目を配置した際に、項目設定画面出てきますので、指定したい表示単位を選択します。
※集計項目での「小計」「合計」選択となります。

社員情報の配置例

右上には訪問日の活動を行った日が来るように
配置します
＊右上の項目には表示できる範囲に制限が
かかっています。日ごとに見る場合だと後設定
にて絞り込む条件を短くする必要があります

右下のエリアは集計されて表示されます
配置する際は集計する方法や、
合計を出力するか選択します

配置すると単位の選択
画面が出てきます

1

3

2

4
「次へ」を
クリックします
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帳票の作成⑤ 集計条件指定
システム集計条件、ユーザ集計条件にて、抽出条件の設定を行います。
◎データソースで設定した項目より選択が可能です。

「一覧表示項目を変更」から条件の
追加が可能です
※データソースで選択した項目のみ
になります

「訪問日」は配置に制限が
かかっているため条件を必ず
設定する必要があります

社員コードや部署コードを条件に
設定すると、社員や部署を選択できる
ようになります

絞り込む条件を設定する画面は２種類あります

・システム集計条件
帳票を変更しないと変更できない条件となり
ユーザ側で条件を変更させたくない条件を設定する

・ユーザー集計条件
ユーザ側で帳票を確認する際に自由に変更できる
条件を設定する

1

3

2

4「次へ」をクリックします
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帳票の作成⑥ 保存
条件を設定したら、「帳票名」を記入し保存します。
保存前にプレビュー画面で確認が可能です。(ドリルダウンはプレビュー画面ではできません。）

データソースの同期処理が行われて
いないと「該当データはありません」
と出てくる場合があります

1

2

帳票名や権限の付与の設定を行います

「次へ」をクリックすると
帳票が確認出来ます

３
「新規登録」をクリックし、
「OK」を選択すると保存完了です
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帳票の作成⑦ 帳票の確認
作成された帳票は、グラフレポート一覧画面より確認が可能です。
該当帳票名をクリックすると帳票画面が開きます。
◎ユーザ条件が設定されている場合は、ユーザ側で条件変更が可能です。

作成された帳票の名前を選択します

ユーザーで、抽出条件が変更できます

条件を変更したら
「検索」を選択します

1

3

2
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グラフの作成
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グラフの作成①

作成した帳票を使用してグラフを作成します。

「グラフレポート」を
選択します

「グラフ新規作成」を
選択します

1

3

2
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グラフの作成② グラフ形式の選択

使用するグラフの形式を選択します
＊今回は棒グラフを使用してご案内します

1

3

2

使用する帳票を選択し、グラフの形式を選択します。

使用する帳票を
選択します
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グラフの作成③ グラフ表示項目設定
グラフの表示項目の設定をします。

積み上げ対象選択の「棒グラフ」をチェックします
＊積み上げ対象とはグラフの横軸で同じものを
積み上げて表示させます

系列とラベルを選択する。系列とラベルに←反復→をクリックすることにより、入れ替えが可能です
・系列：グラフの項目として表示する項目
・ラベル：グラフの横軸に表示する項目 ※デフォルトでは列ラベルを「系列」、行ラベルを「ラベル」として表示します

※積み上げ対象選択、軸の統一については、P67、P68参照

1

3

2
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グラフの作成④ 表示条件指定

グラフの条件を設定したい場合、抽出条件の設定をします

「一覧表示項目を変更」から
条件の追加が可能です

1

3

2
「訪問日」は配置に制限が
かかっているため条件を
必ず設定する必要があります
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グラフの作成⑤ 保存
設定した内容で、グラフを保存します。
凡例、グラフサイズ、ラベルの傾きも保存の際に設定します。

1

3

2

グラフの名称を入力します

凡例の表示位置の設定します
*グラフのそれぞれの色が何のデータなのかを表示するもの

グラフのサイズを設定します

ラベルの傾きを設定します
＊横軸のグラフの名称がかぶらないように傾きをつけます
＊0＝横、45＝斜め、90＝縦、で表示されます

４
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【参考】グラフの積み上げチェックによる見え方
P64で積み上げ対象の棒グラフにチェックをつけた場合の表示方法イメージです。
◎P37のグラフの表示項目選択イメージ画像も合わせてご確認ください。

「積み上げ対象」棒グラフにチェックあり

「凡例の表示」にて
設定した場所に出力されます

「X軸ラベルの傾き」にて
設定した角度で出力されます

「積み上げ対象」棒グラフにチェックなし
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【参考】軸の統一する、しないの違い
P64で軸の統一するにチェックをつけた場合の表示方法イメージです。
※画像例は、積み上げ棒グラフと折れ線グラフの混在グラフの場合のイメージです。

「軸の統一」にチェックあり 「軸の統一」にチェックなし

1つのグラフで2つのデータを表示するグラフを作成する際に、デフォルトでは、左側と右側にそれぞれ縦軸が
２つに分かれて表示されます(画像：「軸の統一」にチェックなし)
「軸の統一」にチェックをつけますと、縦軸を1つにして、表示幅の大きい方に合わせて2つのデータを表示する
ようになります(画像：「軸の統一」にチェックあり)

【注意】
ただ表示幅が異なる2つの項目を表示するグラフを軸を統一して表示すると、表示幅が小さい項目のグラフが
下の方にまとまって表示されて見づらくなりますので（画像：「軸の統一」にチェックあり）
軸を統一する場合は、統一する項目それぞれの表示幅の大きさを考慮していただく必要がございます
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03 帳票・グラフを共通ダッシュボードに
設定する



67© 2020 SOFTBRAIN Co.,Ltd.

帳票・グラフを共通ダッシュボードに設定する①

公開されているグラフや帳票を共通ダッシュボードとして、ダッシュボード画面に設定し
ユーザに閲覧させることが可能です。
※公開するユーザにナレッジシェアライセンスが付与されていることが前提です。

2

1
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帳票・グラフを共通ダッシュボードに設定する②

共通ダッシュボードを「ダッシュボード追加」よりタイトルをつけて追加します。

1

2

3
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帳票・グラフを共通ダッシュボードに設定する③
作成した共通ダッシュボードに帳票やグラフを追加します。

1

2
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帳票・グラフを共通ダッシュボードに設定する④

帳票やグラフを貼りつけたあとは、レイアウトを編集します。

1

2

３
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帳票・グラフを共通ダッシュボードに設定する⑤
帳票やグラフの高さを変更したい場合は、それぞれのレポートの右上 より編集します。
共通ダッシュボードの設定が完了です。

1

2

３
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共通ダッシュボードを
ユーザーのダッシュボードに表示する
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共通ダッシュボードをユーザダッシュボードに表示する①
作成した「共通ダッシュボード」をユーザのダッシュボードへ反映する設定は、
「画面表示の雛型の設定」より可能です。

画面表示の雛形の設定を
選択します

1

2
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共通ダッシュボードをユーザダッシュボードに表示する②
画面表示の雛型の設定画面にて、スクロールし「ダッシュボード設定」を表示します。
作成した共通ダッシュボードを設定します。

ダッシュボード設定
を選択します

「設定完了」を
クリックします

1

2

３

設定する共通ダッシュボードを
選択します
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共通ダッシュボードをユーザダッシュボードに表示する③

「社員に適用する」
を選択します

「ダッシュボード設定」にチェックをし、
適用するダッシュボードを選択します
「次へ」をクリックします

1

2

３

４
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共通ダッシュボードをユーザダッシュボードに表示する④

適応したい社員にチェックし、
「適用」をクリックします

設定したい部署にチェックし、
「適用」をクリックします

1
2

部署の場合

社員の場合

1

2
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共通ダッシュボードをユーザダッシュボードに表示する⑤

こちらの表示が出れば適用完了です2

1

「OK」をクリックすると、
適用開始します
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04 作成時の注意点
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システムに負荷をかけないために

 レポート機能は便利な機能ですが、誤って設定するとシステムに多大な負荷を

かける恐れのある機能になりますので、設定時に以下の点にご注意ください。

 POINT1 誤って設定しないよう、作成権限は必要最低限の方にのみ付与する

 POINT2 データ同士の外部結合はなるべく避ける

 POINT3 集計に必要なデータだけ集計する(なるべく抽出条件を設定しデータ量を絞る)

 POINT4 データソースの項目数をむやみに増やさない

 POINT5 データソースの構造はシンプルにする(不必要にユニオンしない)

 POINT6 クロス集計表にて、むやみに「小計」「合計」を表示しない

 POINT7 クロス集計表にて、むやみに項目をたくさん配置しない

 POINT8 データソースの同期間隔の時間設定を一律にしない

（毎日1回なら時間をずらし、データが多い場合は15分おき実行は避ける）

 詳細は、別途資料「データソース/グラフレポート作成ガイドライン」資料をご確認下さい
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【参考】帳票の作成 -日付項目表示単位と表示期間内容-

表示単位 説明

年 西暦で表示します。 表示例：2023

年度 4月1日から翌年の3月31日までを4月1日時点の西暦で表示します。 表示例：2023

半期帯 西暦関係なく4月~9月を上半期、10月~3月を下半期で表示します。 表示例：1、2

半期 4月~9月を上半期、10月~3月を下半期で西暦ごとに表示します。 表示例：1、2

四半期帯 西暦関係なく4月~6月、7月~9月、10月~12月、1月~3月として表示します。 表示例：1、2、3、4

四半期 4月~6月、7月~9月、10月~12月、1月~3月として表示します。 表示例：1、2、3、4

月帯 西暦関係なく1月~12月を1カ月毎で表示します。 表示例：1～12

月 1月~12月の1カ月毎を西暦毎に表示します。 表示例：2023-1、2023-2、2023-3、2023-4

日帯 西暦、月関係なく1日~31日を1日毎表示す。 表示例：1～31

日 1月1日~12月31日の1日毎を西暦毎に表示します。 表示例：2023-1-1、2023-1-2

時間帯 西暦、月、日関係なく0時~23時を1時間ごとに表示します。 表示例：0～23

時 0時~23時の1時間毎を西暦毎に表示します。 表示例：2023-1-1-0～2023-1-1-23

年-半期-四半期-月 ラベルを上から西暦毎、半期毎、四半期毎、月毎で表示します。

年-半期-四半期 ラベルを上から西暦毎、半期毎、四半期毎で表示します。

年-半期-月 ラベルを上から西暦毎、半期毎、月毎で表示します。

年-半期 ラベルを上から西暦毎、半期毎で表示します。
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【参考】 -日付項目「期首月」「年度の設定」- ※管理者ログインでのみ設定可能です。

グラフレポートで表示される「期首月」「年度」を変更したい場合、カレンダー設定にて
設定変更が可能です。※デフォルトの期首月は4月になっています。

1
3

2

4



82© 2020 SOFTBRAIN Co.,Ltd.

【参考】帳票の作成 -集計値の表示単位-

表示単位 説明

件数 重複したレコードがあっても、まとめずに１件ずつカウントします

件数
累計・昇順

重複したレコードをまとめずに１件ずつカウントし、集計開始日より登録されているシートを集計終
了日時に向かって累計していくことで集計します

件数
累計・降順

重複したレコードをまとめずに１件ずつカウントし、集計対象期間での登録シート数
から集計終了日時に向かって登録シート数を減算していくことで集計します

軒数 重複したレコードがあれば、まとめて１件としてカウントします

軒数
累計・昇順

重複したレコードをまとめて１件とカウントし、集計開始日時より登録されている
シートを集計終了日時に向かって累計していくことで集計します

軒数
累計・降順

重複したレコードをまとめて1件とカウントし、集計対象期間での登録シート数から
集計終了日時に向かって登録シート数を減算していくことで集計します

件数

訪問日

社員

軒数

訪問日

社員

件数 累計・昇順

クレーム

社員

集計表示のイメージ

プロセス

社員

クレーム

社員

プロセス

社員

軒数 累計・昇順件数 累計・降順 軒数 累計・降順

単純に件数を
集計したい場合
(例)活動コード

活動案件数として
集計を行いたい場合
(例)案件コード

積み重なった数字が
必要とされる集計を
行いたい場合
(例)活動コード

進捗率のパイプ
ライン管理など
(例)活動コード

積み重なった数字が
必要とされる集計を
行いたい場合
(例)活動コード

進捗率のパイプ
ライン管理など
(例)活動コード
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活用支援サイトのご紹介
eセールスマネージャーの操作説明/動画、活用事例等、業務に有効な情報集めて
おります。是非、チェックしてください！

https://www.e-sales-success.jp/guide/remix/web/index.html

で検索下さい！
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